
　   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点目標
生徒支援 進路支援 安全管理

図書研究部・学部 教務部 生徒支援部 進路支援部 保健安全部

　　　具体的取組
　主体的な学びに沿った目標
設定と支援、学びの多様な
評価により、児童生徒が自ら
考え、気付き、表出する学び
を支える授業作りに取り組
む。

　　　具体的取組
　地域の人的・物的資源を
活用するための新しいか
たちを探りながら、教育実
践を行う。

　　　具体的取組
　感染症対策を講じなが
ら、学校行事を学習発表
や異年齢交流の機会と捉
え、校内外と連携し一人一
人の特性に合った参加を
支援する。

      具体的取組
 職場見学や現場実習の
巡回同行等を通して企業
や事業所の情報を収集
し、卒業後の生活を意識し
た支援を行う。

　　　具体的取組
　児童生徒の出欠状況や
体調等を把握し、教職員
間で感染状況などの情報
を共有できる体制を整え、
適切な感染症対策の周知
や環境整備を行う。

目標：主体的な学びに沿った
目標を立て、児童生徒が自ら
考え、気付き、表出する授業
作りに取り組んだ。（70%以
上）

目標：地域の人的･物的
資源を活用した学習活動
等を計画実施したり、地域
に情報発信したりすること
ができた。（70％以上）

目標：感染症対策を講じな

がら、児童生徒が各活動およ

び各交流活動において一人

一人の特性に応じて取り組ん

だり、参加したりする姿を見る

ことができた。（８０％以上）

目標：一人一人の個性に
応じた進路を考え、卒業後
の生活を意識した支援が
できた。（７０％以上）

目標：出欠ボード及び感
染症や健康・安全に関す
るお知らせ等で、校内の
感染状況や対応などの情
報を発信したり、情報を共
有したりすることができた。
（７0%以上）
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学校業務改善のための取組

行事や諸会議の議題精選を行うとともに、情報の共有
化で校務の効率化を推進する。

人権教育の推進
　　　　　○心身ともに健康で元気にあふれ、希望に満ちた豊かな情操を育む。

　○社会の中で、自主的・主体的にたくましく生きていく力を育む。
○地域とのつながりを大切にし、仲良く助け合う協調性を育む。

校訓

元気　自立　希望

教育目標

○感染症・防災対策を講じ、児童生徒が安心安全に過ごせる学校づくりに努める。
○一人一人の特性に合った自立へアプローチするとともに、個性を伸ばす成長支援を行う。
○興味・関心や知的好奇心がもてる授業づくりに努め、児童生徒の主体的・対話的な学びを実践する。
○学校生活や授業を通して、自己理解・自己肯定感・他者理解・ライフスキルを育む。
○「地域が教室」を具現化した教育活動をとおして開かれた学校、共生社会の推進に努める。

他者とのかかわりのなかで自己理解や他者理解を深
め、お互いに認め合い、助け合えるような状況を意識し
た教育活動を行う。

校内・地域支援 保護者支援教育課程・学習支援

令和５年度の教育方針

相談支援部 渉外部

　児童生徒が周囲の人や物、
地域と関わりながら、それぞ
れの目標に向かって主体的・
対話的な活動を繰り返すこと
を通して、充実した学校生活
を送ることができる授業づく
りを行う。

　地域に開かれた学校
を目指し、市街地にある
ことを生かした教育課
程を計画し、学習活動
を展開する。

　学校生活において、一
人一人が自主的・主体
的な行動ができるよう
に活動内容の充実を図
る。

　児童生徒が、健康で
安心・安全な生活を送
ることができるように、
支援体制や環境整備
の工夫、改善を行う。

  一人一人の個性や
ニーズに応じた進路を
考え、卒業後の生活イ
メージを持って日々の支
援にあたる。

　感染状況に応じた交流
及び共同学習の充実を
図る。

　保護者研修や親交を深め
るＰＴＡ活動の充実を図る。

　　　具体的取組
　居住地校交流、学校間交
流、地域交流において、感染
状況に応じた取り組みを実
施する。

　　　具体的取組
　関係校務部と連携した学習会
やレクリエーション行事を充実
させたり、広報誌を通じて学習
活動の様子を伝えたりする。
　

目標：居住地校交流、学校
間交流、地域交流において、
感染症の状況に応じた取り
組みをすることができた。(８
０％以上）

目標：進路や家族支援に関す
る学習会、レクリエーション行事
に参加することができた。
　広報誌作成に協力(写真・記
事の提供)することができた。
(80%以上)

福井県教育委員会

「一人一人の個性
が輝く、ふくいの未
来を担う人づくり」
（福井県教育振興基本計画の

基本理念）


